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北部小 (仮称)建設へ第一歩。

先月初旬から、九州大谷短期大

学北側の丘陵地―帯にブルトーザ

ーの音が響きはじめた。

この工事は、永年の懸案だつた

北部1ヽ学校の敷地周辺の水路、擁

壁工事がスタートしたもの。

57年度にはいり、本格的な造成

工事に着工し、市内11校目の小学

校開校を目指し、急ピッチの工事

が進む予定である。

編集 企画課  でんわ (代)③ 4111

■

こ

よ

み

■

１
日
　
行
政
区
長
会

５
日
　
農
業
委
員
会

６
日
　
定
例
市
議
会
は
じ
ま
る
（予
定
）

・２
日
　
消
費
者
の
つ
ど
い

‐４
日
　
西
牟
田
三
柱
神
社
稚
児
浮
立

・５
日
　
市
（県
）民
税
、
所
得
税
申
告
し

め
き
り

Ｗ
日
　
中
学
校
卒
業
式

‐８
日
　
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・９
日
　
小
学
校
卒
業
式

２‐
日
　
春
分
の
日

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
保
健
福
祉
学
級

（２９
日
）
、
み
の
り
の
大
学

（１５
日
）

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例
講
座

・
学

級
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（４
、
１‐
、
１８
、
２５
日
）
、
公
害

苦
情
相
談

。
消
費
生
活
相
談

・
行
政
相

談

（Ｗ
日
）
、
老
人
健
康
相
談

（３
、

‐０
、
・２
、
‐７
、
・９
、
２４
、
２６
、
３．
日
）

妊
婦
相
談

（１１
、
２５
日
）

今
月
の
保
険
料
　
国
民
年
金
保
険
料

第
４
期

□印刷 ヒ ガ シ Fp刷    毎月 1日発行

3月 号
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■

筑
後
市
の
実
態
は
…
…

最
近
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
、
さ
か
ん
に

取
り
あ
げ
ら
れ
る
話
題
に
少
年
非
行
間

題
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
云
わ
れ
る
の
が
、
全
国
的

な
低
年
齢
化
傾
向
で
、
昨
年
中
に
全
国

で
補
導
さ
れ
た
十
四
歳
以
上
、
二
十
歳

未
満
の
少
年
十
六
万
八
千
人
の
う
ち
、

十
四
、
十
五
↓
十
六
歳
が
全
体
の
七
割

以
上
を
占
め
、
年
齢
別
で
最
も
多
い
の

が
十
四
歳
、
続
い
て
十
五
歳
、
十
六
歳

の
順
と
い
う
数
字
が
、
こ
の
傾
向
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
筑
後
市
の
実
態
は
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
ほ
ど
筑
後
警
察
署
か

ら
出
さ
れ
た
昨
年

一
年
間
の
市
内
在
住

の
少
年
非
行
の
実
態
資
料
の

一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

右
下
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

こ
の
グ
ラ
フ
は
刑
法
犯
少
年
、
つ
ま
り

刑
法
に
触
れ
る
罪
を
犯
し
た
少
年
の
学

職
別
の
数
字
を
示
し
た
も
の
で
、
中
学

生
の
占
め
る
割
合
が
、
非
常
に
高
い
率

を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。

さ
ら
に
刑
法
犯
少
年
の
五
年
間
の
推

移
（下
段
数
表
）
を
見
て
も
分
か
る
と
お

り
、
昨
年
は
、　
一
昨
年
よ
り
三
十
五
人

（３
畠
％
〉
ム
え
、
過
去
五
年
間
で
、
最

高
の
伸
び
率
を
見
せ
ま
し
た
。

資
料
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
が
、

特
に
罪
別
で
難
、
強
盗
、
強
姦
、
万
引

な
ど
の
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

刑
法
犯
以
外
の
喫
煙
、
深
夜
は
い
か

い
、
怠
学
、
不
良
交
友
、
薬
物
乱
用
、

飲
酒
、
暴
走
行
為
、
そ
の
他
の
不
良
行

為
少
年
と
し
て
補
導
さ
れ
た
少
年
数
は

五
三
七
人

（
一
昨
年
四
六
二
人
）
で
、

対
前
年
で
七
四
人
も
増
加
し
ま
し
た
。

年
々
増
え
つ
づ
け
る
少
年
非
行
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
筑
後
警
察
署
の
防

犯
課
中
満
信
巡
査
部
長

（５６
）
は

「
資

料
の
数
字
は
、
警
察
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た

も
の
だ
け
で
、
表
面
に
出
な
い
非
行
が

断
然
多
い
。
毎
月
定
例
的
な
補
導
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
が
…
…
」
と
効
果

の
あ
が
ら
な
い
対
策
に
頭
が
い
た
い
様

子
で
し
た
。

非
行
の
原
因
は
家
庭
に
？

市
福
祉
事
務
所
内
に
あ
る
家
庭
児
童

相
談
室
の
今
村
正
雄
相
談
員

（５９
）
は

「
月
に
四
ど
五
件
の
相
談
を
受
け
る
が

問
題
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
家
庭
環
境
、

両
親
の
生
活
態
度
に
原
因
の
あ
る
こ
と

が
多
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

少
年
非
行
の
防
止
は
、
今
や
国
民
的

な
課
題
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

写
オ
π

々

進

む

低

年

齢

化

△｛畔嘘囃翔術詢報勲嘘豹猟部斜｝

刑法犯少年 (学職別)

刑 法 犯 少 年 の 5年 間 の 推 移

※非行者率は市内少年1,000人あたりの発生率

そ

中学

39人

(47.6%)

高校

26人

(31,7%)

年 次 別 52 53 54 55 56

人   員 46 32 5 1 47 82

非行者率 7.3 5。 1 8.2 7.7 13.6

前

回
は
、
筑
後
市
が
昨
年
十
二

月
二
十
五
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
住
民
票
の
閲
覧
等
の
大
幅
規
制

に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

こ
の
住
民
票
閲
覧
規
制
は
、
市
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
差
別
に

利
用
さ
れ
な
い
た
め
に
筑
後
市
独
自

で
公
開
制
限
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で

こ
れ
か
ら
は
、
よ
ほ
ど
の
正
当
な
理

由
が
な
い
か
ぎ
り
、
他
人
の
住
民
票

の
閲
覧
や
写
し
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
先
月
号
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

権
化
と
地
方
自
治
抑
圧
の
傾
向
を
示

し
、
政
府
の
地
方
行
政
へ
の
介
入
規

制
が
強
ま
り
、
ま
た
、
三
割
自
治
な

ど
の
表
現
の
示
す
よ
う
に
、
地
方
自

治
体
の
財
源
が
乏
し
く
、
そ
の
財
源

的
し
め
つ
け
の
し
わ
よ
せ
が
自
治
体

の
同
和
行
政
を
制
約
す
る
事
情
が
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
政
府
各
省
の
予
算
に
つ
い

て
見
て
み
ま
す
と
昭
和
三
十
四
年
度

の
政
府
各
省
の
同
和
対
策
予
算
は
四

億
九
千
万
円
で
す
。

こ
の
年
に
地
方
公
共
団

体
で
は
、
主
要
府
県
と
主

要
都
市
を
加
え
て
推
定
五

億
円
以
上
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と

国
の
予
算
の
少
な
さ
が
目

立
ち
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十

一

年
に
各
省
予
算
が
、
や
っ

と
十
億
円
台
を
計
上
、
こ

れ
に
自
治
省
の
特
別
地
方

交
付
秘
を
加
え
て
二
十
三

億
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

戦
前
に
政
府
が
地
方
改
善
費
と
し

て
計
上
し
た
も
の
の
最
高
額
は
昭
和

八
年
度
の
三
百
三
十
七
万
円
で
し
た

こ
れ
を
戦
後
の
物
価
水
準
に
ス
ラ

イ
ド
す
る
と
約
二
十
二
、
四
億
円
と

い
う
見
当
に
な
る
よ
う
で
す
。

政
府
の
同
和
行
政
の
取
り
組
み
が

数
値
的
に
み
て
、
戦
前
の
最
高
水
準

を
抜
い
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
度

以
降
の
こ
と
で
し
た
。

さ

て
、
話
を
元
に
戻

し
て
戦
後
の
解
放

運
動
の
歩
み
に
つ
い
て
、

も
う

一
度
振
り
返
っ
て
見

一ま
Ｌ）
ょ
，９
。

昭
和
三
十
年
代
の
地
方

公
共
団
体
の
行
う
同
和
事

業
の
予
算
や
事
業
量
は
、

き
わ
め
て
貧
弱
で
、
進
捗

状
況
も
遅
々
た
る
も
の
で

し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
ひ
と
つ
に

は
各
地
方
公
共
団
体
の
部
落
問
題
ヘ

の
認
識
と
理
解
が
全
般
的
に
低
調
で

差
別
克
服
の
た
め
の
行
政
的
な
姿
勢

が
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

第
二
に
は
、
差
別
解
消
の
た
め
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
地

方
公
共
団
体
が
、
同
和
行
政
の
推
進

に
熱
意
を
示
そ
う
と
し
て
も
、
独
立

後
の
わ
が
国
の
行
政
機
構
が
中
央
集

部 落 差 別 を な く そ う③

戦 後 の 解 放 運 動

「同和」行政の取り組み

(2)
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口中大lrち やん

(昭和56年 2月 22日生)

田中 直さん (24)、 シノブ
さん (24)の長男 (熊野区)

(大ちやんの云えるのは (オ

トゥチャン′、アーチャンノ

ババ/、 オッチャン′)な ど

の片言。でも偉いでしよう」

し
か
し
、
少
年
た
ち
は
、
あ
る
日
突

然
、
非
行
に
走
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
注
意
し
て
い
れ
ば
見
い
だ
せ
る

，

前
触
れ
，

（例
え
ば
言
葉
遣
い
や
態
度

な
ど
）
が
あ
る
は
ず
で
す
。

「
非
行
の
芽
は
早
い
う
ち
に
」
と
警
察

で
も
、児
童
相
談
室
で
も
聞
き
ま
し
た
。

次
代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
家
庭
、
学
校
、
凱
域
の
な
か
で

も
う

一
度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

非
行
防
止
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
福

祉
事
務
所
内
の
家
庭
児
童
相
談
室
へ
。

秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

市
長
選
挙

・市
議
補
欠
選
挙

投
票
日
は
４
月
２５
日

一
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
市
選
挙

管
理
委
員
会
（横
溝
繁
委
員
長
、
四
人
）

で
、
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
と
欠

員
二
人
の
市
会
議
員
補
欠
選
挙
の
日
程

が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

甥
選
挙
告
示
日
　
四
月
十
五
日

（木
）

立
候
補
届
出
受
付
十
六
日
ま
で

不
在
者
投
票
期
間
二
十
四
日
ま
で

∽
投
開
票
日
　
四
月
二
十
五
日

（日
）

有
権
者
数
　
一一万
九
千
七
百
五
十
二

人

（男

一
万
三
千
七
百
四
十
八
人
、
女

一
万
六
千
四
人
）
＝
昨
年
九
月
現
在

３

月

定

例

市

議

会

６
日
か
ら
開
催
（予
定
）

五
十
七
年
度
の
予
算
案
な
ど
を
審
議

す
る
三
月
市
議
会
は
六
日
開
会
の
予
定

で
す
。
具
体
的
な
日
程
は

一
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
が
、
十
八

日
ご
ろ
に
は
閉
会
の
予
定
で
す
。

市
立
病
院
医
師

の

人

事

異

動

二
月

一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ッ
コ
内
は
、
も
と
の
職
名
で
す
。

以
麻
酔
科
医
長
＝
大
内
八
束

（外
科
医

師
）
鯵
退
職
＝
小
林
重
短

（麻
酔
科
医
長
）

一
月
二
十

一
日
付

国
民
年
金
保
険
料
は
４
月
３０
日

ま

で

に

納

め

て

く

だ

さ

い

昭
和
五
十
六
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
な
い
と

い
ま
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
市
町

村
発
行
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
国
の
納
付
書
で
銀
行
や
郵

便
局
に
払
い
込
む
か
、
ま
た
直
接
社
会

保
険
事
務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
と
い

う
大
変
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
面
倒
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
昭
和
五
十
六
年
度
の
保
険
料
は
、

必
ず
四
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

も
し
納
め
忘
れ
る
と

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
せ

ん
と
、
万

一
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
、
ご
主
人
を
亡
く
し

た
り
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
老
齢
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
係
へ
。

赤ち整篭場

県
立
修
獣
館
高
校

通
信
制
入
学
案
内

け
県
立
修
猷
館
高
校

（福
岡
市
西
区

西
新
六
丁
目
）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

通
信
制
課
程
の
生
徒
を
募
集
中
で
す

こ
の
通
信
制
は
全
国
制
・
定
時
制

と
同
じ
高
等
学
校
教
育
の

一
課
繹
で

毎
日
通
学
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
な

い
人
た
ち
の
た
め
に
あ
る
も
の
で
、

県
下
で
は
同
校
だ
け
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

〔資
格
〕
新
制
中
学
卒
か
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

〔
願
書
受
付
〕
二
月
二
十
日
か
ら
四

月
八
日
ま
で
。
く
わ
し
く
は
同
校

（

電
兒
エー
合
一―
貢
一一゙

へ
。

久
留
米
大
学
病
院
内
科

外
来
診
療

日
を
変
更

久
留
米
大
学
病
院
で
は
、
四
月

一

日
か
ら
、
つ
ぎ
の
と
お
り
内
科
外
来

患
者
の
診
療
曜
日
を
変
更
し
ま
す
。

科

名

第

一
内
科

第
二
内
科

第
二
内
科

変
更
後

水

土

月

木

変
更
な
し

（注
）
特
に
指
定
さ
れ
た
患
者
さ
ん

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

郵
便
局
か
ら
お
願
い

皆
様
の
大
切
な
郵
便
物
が
、
受
取

人
の
住
所
が
不
完
全
で
お
居
け
で
き

ず
差
出
人
に
お
返
し
す
る
、
な
か
に

は
差
出
人
の
住
所
も
不
完
全
で
お
返

し
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
心
を
痛
め

て
い
ま
す
。

早
く
正
確
に
お
届
け
で
き
ま
す
よ

う
次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
郵
便
番
号
は
必
ず
書
い
て
く
だ

さ
い
。

二
、
受
取
人

・
差
出
人
の
住
所
は
町

名

・
番
地
ま
で
正
確
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。

三
、
お
子
さ
ん
宛
郵
便
物
に
は
、
世

帯
主
の
氏
名
を
忘
れ
な
い
で
書

い
て
く
だ
さ
い
。

火 水 月 現

金 土 木 行 h

この欄は官公庁や市内の会

社工場からのお知らせです

O新  発  売 ◎

3割 引 の 特 急 回 数 券
速くて正確

羽 犬 塚
―
福岡市内各駅

片 道 1ぅ 300円 を 900円
特急券・ 乗車券 6枚つづり、切りはなして使えます

大入 5,400円 。小人 2,700円     羽犬塚駅

(3)
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水田幼児国で交通安全教室
…′;憲辱と

て通学してネ」と卒園、新入学の時期を間

近に控え12日 、水田天満宮境内にある水田

幼児園 (宮原昌勝園長)で、園児の交通安

全教室が開かれた。 (写真0)

この春卒園予定の園児をはじめ年少組の

園児など約 100人が参加、県警本部の交通

巡視員のお姉さん 3人から横断歩道、交差

点の渡り方などを真剣な表情で勉強してい

た。

井 田下 区 に コ ミュ  井田下行
ニティー施設が完成  政区 (富安

・新区長)に建設されていたコミュニティー

運動施設が完成。14日 、中尾義昭市長らの

来賓をはじめ、地元関係者多数が出席して

落成式が行われた。 (写真②)

この施設は、自治宝くじの普及広報事業

の一環として財団法人「 自治総合センター」

の助成 (190万 円)を受け、 同区公民館南
側約 1.000平方メートルにバレーコート兼

ゲートボ‐ル場と子どものための遊具施設

などが設けられている。富安区長らは「施

設を活用して区内の和を」と話していた。

(4)

||【 !|

昭和 57年 3ヽ月 1日  335号

固
定
資
産
課
税

台
帳
縦
覧
は
四
月
に

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
例

年
よ
り

一
カ
月
遅
れ
て
、
四
月

一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
に
な
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
税
法
改
正
が
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
、
固
定
資
産
税
第

一
期
納

期
も

一
カ
月
遅
れ
て
、
五
月

一
日
か
ら

五
月
末
日
ま
で
に
な
る
見
込
み
で
す
。

こ

ん

ど

は

か
　
き
　
色

国
保
被
保
険
者
証
か
わ
る

四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証

（保
険
証
）
が
か
わ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
は

少ピ
ン
ク
色
，
で
し
た

が
、
こ
ん
ど
は
ぅか
き
色
，
に
な
り
ま
す

組
合
長
さ
ん
を
つ
う
じ
て
、
と
り
か

え
に
き
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証
は
持

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

風
疹
の
予
防
接
種

八
女
医
師
会
で
は
、
今
年
も
流
行
の

き
ざ
し
の
あ
る
風
疹
の
予
防
接
種
を
つ

ぎ
の
と
お
り
し
ま
す
。
予
約
制
で
す
。

賜
対
象
者
　
風
疹
に
未
感
染
の
妊
娠
可

能
な
女
の
人

餓
会
　
場
　
八
女
医
師
会
館
（
八
女
市
）

鍛
同
　
時
　
一二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
第

二
、
第
四
火
曜
日

（年
後

一
時
二
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
ま
で
）

骸
料
　
金
　
四
千
円

く
わ
し
く
は
八
女
医
師
会

（電
兄
豊

エ
ｌ
②
Ｅ
Ｅ
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

市
県
民
税
、
所
得
税
申

告
は
二
月
十
五
日
ま
で

市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
期
限
は
今
月
十
五
日
で
す

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
市
役
所
や

税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
を
記
入
す
る
と
き
は
、
記
載

例
な
ど
を
参
考
に
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
と
き
は
二
月
十
五
日
号

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
無
料
相

談
を
お
気
軽
に
ご
利
用
ｔく
だ
さ
い
。

一
二

月
石

一
衛

一
生

一
行

一
事

一

育
児
相
談

‐５
日
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
、
五
十
六
年
十
二
月

に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

休
重
測
定
の
ほ
か
、
栄
養
指
導
な
ど

の
育
児
相
談
を
う
け
ま
す
。

一
歳
半
児
の
健
康
診
断

２３
日
、
２５
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

対
象
は
五
十
五
年
八
月
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん
で
、
健
康
状
態
、
発
育
状
態
を

み
ま
す
。
該
当
児
は
、
日
程
表
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
き
め
ら
れ
た
日
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
。
百
日
ぜ
き
破
傷
風
予
防

接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

‐７
日
　
市
内
全
域
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で

け
対
象
は
、
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
ま
で
に

一
期
と
二
期
が
す
ん

で
い
な
い
お
子
さ
ん
。

一
期
は
二
歳
に

な
っ
て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う

け
る
。
二
期
は

一
期
が
終
っ
て
一
年
か

ら

一
年
半
の
間
に
一
回
う
け
る
。

鑑
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

け
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
母
子

手
帳
の
該
当
の

分
問
診
票
，
に
必
ず
記

入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
問
診
票
が
つ
い
て
い
な
い
と

き
は
印
か
ん
を
持
っ
て
く
る
こ
と
。

一輔翌指舞胸鶉朝辮̈
ド抑舗↑一
家族みんなで省エネルギー

・ レジャーは電車・バスで行く。
う日曜日、祭日のマイカーは、

ひかえましょう。

・ 急速発進、空ぶかしはガソリ

ンのムダ使い。

消費生活の醐 談は消費生活相談員へ(市商工観光課 )

人間は
エネルギーを

食べて

生きている。



あなたも 参加しませんか。

一― 婦人会では、こんな活動をしています。一―

1.く らしの学級 各校区ごとに地域に根ざしたいろいろな問題を勉強する学級。青少年

育成、公害、合成洗剤追放問題等、機会ある毎に専門の講師を招いて学謝して

います。

2.交通安全運動 警察と常に連絡をとりながらキヤンペーンに参加。交通安全母の会を

結成し、県や国の安全母の会にも参加しています。

3.食生活推進協議会 家族の健康を守るために毎年八女保健所の研修に参加。翌年参加

者が、校区や支部で健康保持のための料理講習会を開いています。

4.手芸学級 年4回ほど、手まり・綿絵づくりの講召会を開催。

5。 広報 (あ ゆみ)年 3回発行。婦人会のあゆみを会員のみなさん

にお知らせしています。投稿をお待ちしています。

6.婦人大学 公民館との共催で20年続いてきた政治学習。明る

い選挙にするための運動、くらしを豊かに、住みよい田」

づくりのために政治にどう働きん`けるかを学びます。

7.生活学校 (公民館共催)か しこい消費者になるための、ちえを学ぴます。57年度は

中央公民館で開設影定。

3。 この他、福祉バザー、善銀の老人給食にボランテイアとして参加し、喜ばれています。

婦人会では、このような学謝会のほか、川の水を汚し、私たちの健康をむしばむ合成洗

剤追放運動、虚礼廃止のための ミのし袋運動ミ等、交通安全。青少年の非行化防止と共に、

単に婦大会だけの問題ではないことがたくさんあります。

筑後市のご婦人のみなさん、次代を担う子どもたちに最もよい環境を残すために手をつ

ないで、取りくんでいきましょう。

どうで、組織に参加して、私たちに手を貧してください。

筑後市中央公民館 (TEL 3-2516)か 婦人会事務局長 内田和子 (西牟田 TEL 3-
3718)宛 申込んでください。

と き              ところ
3月 12日午後 1時 30分  筑後市勤労婦人センター

参加自由 お気軽においでください。 いろいろなご意見をお聞かせ下さい。
消費者のつどい

筑 後 市 連 合 婦 人 会
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問月ス

ト

ビ
一　
一

タ

サ

ス

業鶴商
今

筑
後
市
商
正
会
議

所
で
は
、
消
費
者
の

み
な
さ
ん
と
商
店
と

の
つ
な
が
り
を
よ
り

良
ぐ
し
、
信
頼
関
係

を
深
め
る
た
め
に

「

商
業
サ
ー
ビ
ス
月
間

」
を
設
け
ま
し
た
。

期
間
は
、
二
月

一

日
か
ら
二
月
末
日
ま
で
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
日
本
商
工
会
議
所

な
ど
の
主
催
で
、
全
国
的
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
筑
後
市
で
も
市
内
の

小
売
店
な
ど
が
自
主
的
に
参
加
し
、

そ
の
店
で
選
ん
だ
商
品
な
ど
に
つ
い

て
、
そ
の
値
段
を
据
え
置
い
た
り
、

割
り
引
い
た
り
し
ま
す
。

運
動
に
参
加
し
て
い
る
小
売
店
の

店
頭
に
は
物
価
安
定
協
力
の
店
の
ポ

ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

婦
人
大
学
Ｂ

（９
日
）
、
婦
人
大

学
Ｃ

（１１
日
）
、
婦
人
大
学
Ａ

（２３

日
）
、
高
齢
者
趣
味
の
講
座

（２５
日

）
、
婦
人
生
活
講
座

（３
、
１０
、
１７

、
２４
ヽ
３‐
日
）
、
万
葉
講
座

（３
、

‐７
日
）
、
子
ど
も
の
た
め
の
映
画
教

室

（２０
日
）
、
名
画
鑑
賞
会

（２７
日

）
、
美
容
健
康
体
操

（１
、
４
、
８

、
日
、
１５
ヽ
‐８
ヽ
お
ヽ
２９
日
）

生

活

講

座

ヘ

ご
参

加
く
だ
さ

い

蕨
主
　
催
　
市
勤
労
嬬
人
セ
ン
タ
ー

労
働
省
福
岡
婦
人
少
年
室

甕
期
　
間
　
一二
月
三
、
十
、
十
七
、
二

十
四
、
三
十

一
日
の
五
日
間

（年
後
五

時
二
十
分
か
ら
七
時
二
十
分
）

協
会
　
場
　
勤
労
帰
人
セ
ン
タ
～

■
講
座
内
容
　
①
勤
労
婦
人
の
現
状
と

問
題
点
　
②
勤
労
婦
人
と
法
律
　
③
明

る
い
職
場
、
明
る
い
家
庭
　
①
子
ど
も

の
成
長
と
母
親
の
役
割
　
③
健
康
管
理

∽
受
講
料
　
無
料

受
講
の
さ
い
は
託
児
も
し
ま
す
。

お
子
様
づ
れ
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

バ
イ
ク
な
ど

の
廃
車

届
は
二
月
い
っ
ば

い
に

市
の
ナ
ン
バ
ー
の
つ
い
た
バ
イ
ク
や

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
、
現
在
所
有
し
て

い
な
い
も
の
（使
用
し
て
い
な
い
車
も
）

は
、
今
月
末
日
ま
で
に
税
務
課
へ
届
け

て
く
だ
さ
い
。
四
月

一
日
以
降
に
廃
車

さ
れ
て
も
五
十
七
年
度
は
税
金
が
、
か

か
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お

年

寄

り

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

‰
主
　
催
　
筑
後
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
期
　
間
　
一二
月
九
、
十

一
、
十
三
、

十
四
、
二
十

一
日
の
五
日
間

（午
前
十

時
か
ら
年
後
三
時
三
十
分
）

∽
会
　
場
　
勤
労
嬬
人
セ
ン
タ
ー

賜
資
　
格
　
一ハ
十
歳
以
上
の
健
康
な
人

励
講
座
内
容
　
①
す
ば
ら
し
い
老
年

（

講
義
）
、
②
子
ど
も
の
遊
び

（講
義
）

、
③
折
紙
、
竹
細
工
、
タ
コ
づ
く
り
な

ど
の
手
づ
く
り
教
室

（実
技
）
、
④
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
交
流
会
な
ど

鋭
受
講
料
　
無
料
、
昼
食
は
不
要

け
申
込
み
　
電
話
か
、
ハ
ガ
キ
で
同
協

議
会

（電
③
里
〓
内
線
夭
↓

へ
。

手
話
を
教
え
ま
す

筑
南
手
話
の
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
手
話
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

絡
期
　
間
　
四
月
六
日
ｔ
七
月
二
十
七

日
ま
で
。
毎
週
火
曜
日

午
後
六
時
半
ど
八
時
半

磁
会
　
場
　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

珍
費
　
用
　
テ
キ
ス
ト
代
三
百
円
程
度

筵
申
込
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

（電

③
里
〓
内
線
夭
む

へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

鉄
Ｎ
Ｂ
Ｃ
長
崎
放
送
で
は

番
組
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

〔資
格
〕
満
十
六
歳
以
上

で
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ
オ
が
受

信
で
き
る
人
。

〔
期
間
〕
五
月
か
ら
十
月

ま
で
。

〔
申
込
方
法
〕
二
月
二
十
三
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

を
書
い
て
、
〒
金
ｏ
佐
賀
市
本
庄
町
Ｎ

Ｂ
Ｃ
佐
賀
放
送
局
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

1月 の人の動き

出 生    48人
死 亡    34人
世帯数 10,620戸
人口計 42,363人
(前月より18人減)

男   20,327人
女  22,036人
住民基本台帳から

月の交通事故状況

発生件数 13件 (13)

負傷者数 20人 (20)

死亡者数 0人 (0)

※ ()内は 1月から 1
月までの累計です。

モ ニ タ ー を募 集

第 4特科 連 隊 が優 勝
筑後昆世曇

善剣道大会が八女高体育館で開催。一般、

高校など60チームが出場、熱戦をくりひろ

げた。大会の主な成績はつぎのとおり。

レ団体く 〔一般〕①第 4特科連隊 ②自衛
隊久留米部隊 ③三鉱道場 筑後市剣友会
A 〔高校男子〕①八女工A ②西短附高
③明善、柳

'II〔
高校女子〕①柳川 ②南

筑 ③伝習館、八女津女子
レ個人<l〔一般〕①入船忠司(三鉱道場)

②加藤博文 (三井東匡) ③原秀昭 (自衛
隊久留米)近藤憲司 (筑後市) 〔高校男
子〕 ①津城利晴 (南筑)、 ②仁田原祐司
(八女工)③福田英高 (久留米高)豊田義

幸 (九工大附) 〔高校女子〕①松尾弥生
(柳

'ID 
②宗崎照美 (明善) ③下坂章

子 (伝習館)紀伊直美 (南筑)

市カラオケ同好会 を結成
前牝邑i飯

労婦人センターで、市内 5支部 (筑後・ 山

ノ井・熊野・蔵数・ 久富)の同好会合同の

総合カラオケ発表会が開かれた (写真0)

発表会には各支部のノド自慢の人たち74

人が参加帝年後 3時すぎまで、各自得意な

曲目を披露したが、発表会に先立ち、市カ

ラオケ同好会が結成され、つぎの新役員が

選ばれた。 〔会長〕福本吉春 (山ノ井)

〔副会長〕榎本勘次郎 (熊野)、 江崎輝邦

(筑後)〔幹事〕永延義生 (久富)、 宮本

敏治 (蔵数)〔会計〕龍頭秋子 (久富)、

中尾俊子 (筑後)

(5)



広 報 ち く ご
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家

庭

と
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化

カットは絵画グ′レープ
rト ロワ」

猪 ロ エ 喜

〔児童向き〕 Ю瀬名恵子「 さかな
ってなにさ」 団大川悦生「 ももの
子たろう」 囮谷川俊太郎「 しんす

けくん」 鰻木村研「わすれんぼの
ぼう」 ⑮浜本昌宏「ハサミでつく

る」 ⑮松岡達堪「まぼろしのトビ

トカゲ」 団古世古和子「赤いくし
」 団ロバートマックロスキー「す

ばらしいとき」

〔一般向き〕 団山口瞳「酔いどれ
紀行」 ⑮阿久悠「家族の神話」

団伊藤マリ子「帰らない日」 団佐

藤愛子「戦いすんで国が暮れて」

麗井上ひさし「吉里吉里人」 団連

成二紀彦「変調二人羽織」 団田中

澄江「口七り方の上手い親下手な親」

団青木宏「みそ汁二杯健康法」

ペペ∧∧∧∧∧ペ
スポーツだより
∨∨∨▽∨∨▽▽

け第16回春季市民弓道大会成績=2
月11日 、年後 1時から、山の井の誠

道館道場で、一般の部、高校男子の

部、女子の部にわかれ、60人の選手

が参加して技をきそった。大会の成

績は、つぎのとおり。

〔一般の部〕①山口朋秀 (久恵、市

役所職員) ②松延浩― (今福)
③中村光徳 (赤坂、東宝薬品工業K
K)①相良道生 (停車場、自営業)
⑤大鶴邦昭 (江口、自営業)〔高校
男子の部〕①大神正喜 (八女工)②

元田哲夫 (八女高)①山口康男 (八

女工)〔女子の部〕①坂本秀子 (八

女高)②菅佳子 (八女高)③山下経

子 (八女高)

(6)
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二
月
九
日
、
夜
六
時
半
か
ら
、
筑

後
市
農
協
会
館
三
階
大
ホ
ー
ル
で
、

前
進
座
オ
ム
ニ
バ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
星
は
歌
っ
て
い
る
」
が
公
演
さ
れ

た
。
会
場
に
は
四
歳
か
ら
小
学
校
低

学
年
の
幼
児
、
児
童
と
両
親
な
ど
約

四
百
人
が
集
ま
り
墓
況
だ
っ
た
。

今
回
の
私
た
ち
の
仲
間
は
、
優
れ

た
芸
術
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
同
公
演
の
主
催
者

「
ち
く
ご
子
ど

も
劇
場
」
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

会
員
数
五
六
七
人

同
劇
場
の
発
足
は
昭
和
五
十
四
年

十
月
。
そ
れ
ま
で
久
留
米
市
に
あ
る

久
留
米
子
ど
も
劇
場
に
参
加
し
て
い

た
市
内
在
住
者
有
志
が
、
筑
後
市
で

も
例
会
を
開
催
し
よ
う
と
呼
び
か
け

た
の
が
、
契
機
に
な
っ
た
。

子
ど
も
劇
場
の

発
祥
地
は
福
岡
市

で
昭
和
四
十

一
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
子
ど
も
の
た

め
の
優
れ
た
芸
術

を
鑑
賞
し
、
児
童
文
化
の
創
造
と
子

ど
も
達
の
友
情
、
自
主
性
、
創
造
性

な
ど
を
育
て
る
」
ね
ら
い
を
持
っ
て

い
る
。
以
後
、
全
国
に
広
が
り
現
在

約
二
百
力
所
、
二
十
二
万
人
の
会
員

が
加
入
し
て
い
る
。

「
ち
く
ご
子
ど
も
劇
場
」
で
は
、

こ
の
目
的
に
そ
っ
て
、
低
学
年
部

（

四
歳
ど
九
歳
）
、
高
学
年
部

（十
歳

ど
高
校
生
）
、
そ
れ
ぞ
れ
年
五
回
程

度
の
演
劇
、
音
楽
、
バ
レ
ー
な
ど
の

鑑
賞
会
を
開
く
ほ
か
、
会
員
の
自
主

活
動

（子
ど
も
ま
つ
り
、
キ
ャ
ン
プ

、
た
こ
づ
く
り
な
ど
）
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
会
員
数
五
六
七
人

（

大
人
三
二
二
人
、
子
ど
も
三

一
九
人
、

青
年
二
五
人
）
。

役
員
に
は
発

足
時
運
営
委
員

長
を
務
め
、
現

副
委
員
長
の
村

上
ユ
ミ
子
さ
ん

（３５
＝
藤
島
）

を
は
じ
め
、
昨
年
十
月
、
運
営
委
員

長
に
就
任
し
た
大
矢
玲
子
さ
ん

（３４

＝
和
泉
西
）
、
も
う

一
人
の
副
委
員

長
石
換
富
美
代
さ
ん

（３７
＝
西
牟
田

）
、
専
従
事
務
局
長
の
荒
巻
智
子
さ

ん

（２３
）
ヽ
運
営
委
員
の
飯
日
早
歯

さ
ん

（４５
＝
秋
松
）
、
下
川
享
子
さ

ん

（３０
Ｈ
水
田
上
）
、
桑
野
節
子
さ

ん

（３２
＝
西
牟
田
）
、
下
川
直
美
さ

ん

（３４
＝
下
北
島
）
ほ
か
二
人
の
運

営
委
員
、
校
区
、
職
域
な
ど
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
十
二
人
が
い
る
。

会
の
運
営
方
針
は
、
毎
月
定
例
の

運
営
委
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
含

め
た
全
体
委
員
会
な
ど
で
協
議
決
定

さ
れ
て
い
る
。

同
劇
場
で
は
、
今
月
二
十

一
日
、

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
、
バ
ザ
ー

（

手
づ
く
り
製
品
、
不
用
品
販
売
、
食

堂
バ
ザ
ー
、
青
年
の
手
づ
く
り
人
形

劇
な
ど
）
を
開
く
た
め
役
員
は
現
在

準
備
に
忙
殺
中
。

課
題
は
、
大
き
な
劇
団
を
招
く
た

め
会
員
数
を
増
す
こ
と

（七
百
人
）

と
会
場
施
設
の
充
実
が
必
要

（大
矢

委
員
長
）
と
い
う
。
入
会
金
＝
大
人

、
子
ど
も
共
三
百
円
、
毎
月
会
費
七

百
円加
入
希
望
者
は
市
役
所
前
に
あ
る

同
劇
場
事
務
所

（電
③
充
究
）
へ
。

青
年
の
参
加
も
大
歓
迎
と
の
こ
と
。

耳
が
痛
い
の
は

″健
康
の
赤
信
号
″

三
月
二
日
は
耳
の
日
。
耳
は
非
常

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
宮
で
す
。
痛
む

と
き
は

少健
康
の
赤
信
号
ψ
と
み
て

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

耳
か
き
で
外
耳
道
を
傷
つ
け
た
よ

う
な
場
合
の
応
急
処
置
と
し
て
は
、

冷
湿
布
を
し
、
早
め
に
医
師
に
み
て

も
ら
い
、
指
示
に
従
っ
て
抗
性
剤
を

服
用
す
れ
ば
大
体
す
ぐ
治
り
ま
す
。

急
性
中
耳
炎
は
発
熱

（貢
ど
８
度

）
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
内
科
で
原

因
が
は
っ
き
り
し
な
い
時
は
、
耳
鼻

科
で
も
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
、

か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
慢
性

鼻
炎
な
ど
の
影
響
で
耳
が
痛
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又
、高
血
圧
、肩

こ
り
、
貧
血
、
過
労
、
衰
弱
、
更
年

期
障
害
な
ど
で
、耳
鳴
り
や
、痛
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん

の
健
康
へ
の
配
慮
が
大
切
で
す
。

ど
騒

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑮

シ
リ
ー
ズ
私
た
ち
の
仲
間

「ち
く
ご
子
ど
も
劇
場
」

□ 家庭の医学□




